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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期
第３四半期
連結累計期間

第18期
第３四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

売上高 （百万円） 55,546 64,517 75,548

経常利益 （百万円） 1,710 2,694 2,540

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 587 1,153 885

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 665 1,284 981

純資産額 （百万円） 5,819 9,672 6,135

総資産額 （百万円） 45,047 48,982 45,587

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 24.59 40.79 37.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.3 19.1 12.7
 

 

回次
第17期
第３四半期
連結会計期間

第18期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.93 12.93
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．純資産額には、役員株式給付信託（ＢＢＴ）及び従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、

株式給付信託が保有する当社株式が「自己株式」として計上されております。一方、１株当たり四半期（当

期）純利益金額、自己資本比率、第17期第３四半期連結会計期間及び第18期第３四半期連結会計期間の１株

当たり四半期純利益金額については、上記の役員株式給付信託（ＢＢＴ）の当社株式を自己株式に含めて算

出しており、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の当社株式を自己株式とみなしておりません。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

６．第18期第１四半期連結累計期間より、金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しております。な

お、比較を容易にするため、第17期第３四半期連結累計期間及び第17期についても百万円単位で表示してお

ります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

当社は、株式会社イーエムシステムズと共同出資の上、平成27年９月１日付で株式会社ＭＥ－ＤＥＸを設立いたし

ました。なお、株式会社イーエムシステムズとの業務提携内容の変更に伴い、株式会社ＭＥ－ＤＥＸは平成28年１月

19日付で解散することを決議し、清算手続きを開始しております。

連結子会社である株式会社ファーマホールディングが、平成27年７月２日付で株式会社広瀬薬品の全株式を取得い

たしました。

連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスが、平成27年10月16日付で九州医療食株式会社の全株式

を取得いたしました。

連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社レジオンは、平成27年４月１日に株式会社サンメディックを

存続会社とする吸収合併を行いました。

連結子会社である株式会社シー・アール・メディカルと株式会社名張保険薬局は、平成27年５月１日に株式会社

シー・アール・メディカルを存続会社とする吸収合併を行いました。

連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社コヤマ薬局及び株式会社広瀬薬品は、平成27年10月１日に株

式会社サンメディックを存続会社とする吸収合併を行いました。

この結果、平成27年12月31日現在、当社グループは当社及び連結子会社17社で構成されることとなりました。

名称 住所
資本金又は
出資金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
(被所有)割合
(％)

関係内容

(連結子会社)      

 株式会社ＭＥ－ＤＥＸ 東京都港区 30
医薬品等ネッ

トワーク事業
65.0

運営管理

役員の兼務２名

 九州医療食株式会社 福岡県福岡市博多区 95 給食事業
100.0

(100.0)
運営管理

 

（注）１．「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております。

２．「議決権の所有（被所有）割合」欄の（内書）は、間接所有であります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1)　業績の状況
　

当第３四半期連結累計期間における業績は、主力事業である医薬品等ネットワーク事業及び調剤薬局事業が堅調

に推移したこと、並びに賃貸・設備関連事業において販売用不動産を売却したこと等により、売上高は64,517百万

円（前年同期比16.2％増）、営業利益2,710百万円（同52.0％増）、経常利益2,694百万円（同57.5％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益1,153百万円（同96.4％増）となりました。

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおります。
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①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、新規加盟件数が堅調に推移したことに伴い受発注手数料収入が増加したこと等によ

り、売上高は2,430百万円（前年同期比15.8％増）、営業利益1,347百万円（同16.9％増）となりました。

なお、平成27年12月31日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,295店舗、39病・医院の合計1,334

件（前連結会計年度末比134件増）となりました。

 

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、当第３四半期連結累計期間に調剤薬局７店舗を新規出店するとともに株式取得により

１社（１店舗）、事業譲受けにより４店舗を取得する一方、９店舗（内、ドラッグストア１店舗、ケアプランセ

ンター１ヶ所、福祉用具貸与事業所１ヶ所）を閉鎖しました。また、グループ会社の吸収合併（４社）を行い、

収益基盤の強化を図りました。平成27年12月31日現在の店舗数は、調剤薬局351店舗（休止中の１店舗を除く）、

ケアプランセンター１ヶ所、ドラッグストア８店舗となっております。

後発医薬品の利用推進や在宅への取組強化による調剤技術料の取得等により処方箋単価が堅調に推移したこ

と、店舗運営の効率化等により関西地区をはじめ本州エリアでの収益改善が進んだこと、及び前連結会計年度に

Ｍ＆Ａにより取得した店舗の業績寄与等により、売上高は60,517百万円（前年同期比14.8％増）、営業利益2,364

百万円（同45.8％増）となりました。

 

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、販売用不動産を売却したこと及び不動産賃貸収入が堅調に推移したこと等により、売

上高は1,965百万円（前年同期比80.1％増）、営業利益147百万円（前年同期は22百万円の損失）となりました。

なお、平成27年12月に開業した「ウィステリア小樽稲穂」の入居件数は、平成27年12月31日現在、全81戸中

58　　戸と概ね順調に推移しております。

 

④給食事業

本事業に関しましては、病院・福祉施設内での給食事業受託業務を行っております。新規受託等により売上高

は1,678百万円（前年同期比15.1％増）、営業損失56百万円（前年同期は４百万円の損失）となりました。

 

⑤その他事業

本事業に関しましては、株式会社エスエムオーメディシスが治験施設支援業務を行っております。新規案件が

減少したことから、本事業の売上高は111百万円（前年同期比14.2％減）、営業損失81百万円（前年同期は59百万

円の損失）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は48,982百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,394百万円増加し

ました。

流動資産は11,679百万円となり、前連結会計年度末に比べ656百万円の増加となりました。主な要因は、商品が増

加したことによるものであります。固定資産は37,302百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,738百万円の増加と

なりました。主な要因は、投資有価証券、賃貸・設備関連事業における建物及び構築物並びに有形固定資産のその

他に含まれるリース資産等が増加したことによるものであります。

負債の部は39,310百万円となり、前連結会計年度末に比べ141百万円の減少となりました。流動負債は21,711百万

円となり、前連結会計年度末に比べ86百万円の増加となりました。主な要因は、短期借入金が減少したものの、買

掛金が増加したことによるものであります。固定負債は17,598百万円となり、前連結会計年度末に比べ228百万円の

減少となりました。主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。

また、純資産の部においては、9,672百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,536百万円の増加となりました。

主な要因は、利益剰余金の増加及び新株式発行による資本金、資本剰余金の増加並びに自己株式の処分によるもの

であります。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発活動は、医薬品等ネットワーク事業の株式会社システム・フォーにおい

て、既存の調剤薬局向けレセプトコンピュータシステム「ＰＨＡＲＭＡＣＹ　ＡＣＥ」の後継機の開発に向けて、

事前の情報収集活動を実施している状況であります。従って、当第３四半期連結累計期間において、研究開発費は

発生しておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,000,000

計 72,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,889,600 29,889,600
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 29,889,600 29,889,600 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

－ 29,889,600 － 1,932 － 1,730
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が把握できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成27年９月30日現在で記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

  普通株式

 

1,100
－ －

完全議決権株式（その他）   普通株式 29,886,900 298,869 －

単元未満株式   普通株式 1,600 － －

発行済株式総数  29,889,600 － －

総株主の議決権 － 298,869 －
 

(注) １．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

２．従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

が保有する当社株式は、「完全議決権株式（自己株式等）」欄の自己保有株式に含まれておりません。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式５株が含まれております。

 

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社メディカル
システムネットワーク

札幌市中央区北十条西二十四
丁目３番地

1,100 － 1,100 0.00

計 － 1,100 － 1,100 0.00
 

（注）従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保

有する当社株式は、上記自己株式に含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,499 2,308

  売掛金 2,484 2,727

  債権売却未収入金 641 780

  調剤報酬等購入債権 363 359

  商品 3,764 4,208

  原材料 6 26

  仕掛品 12 12

  貯蔵品 64 68

  繰延税金資産 488 291

  その他 705 903

  貸倒引当金 △7 △8

  流動資産合計 11,023 11,679

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,086 8,495

   土地 7,426 7,542

   建設仮勘定 1,029 1,247

   その他（純額） 1,706 2,176

   有形固定資産合計 17,249 19,462

  無形固定資産   

   のれん 13,214 12,920

   ソフトウエア 231 411

   その他 108 105

   無形固定資産合計 13,554 13,437

  投資その他の資産   

   投資有価証券 157 532

   差入保証金 1,693 1,775

   繰延税金資産 880 934

   その他 1,057 1,198

   貸倒引当金 △29 △38

   投資その他の資産合計 3,759 4,402

  固定資産合計 34,564 37,302

 資産合計 45,587 48,982
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 8,598 10,520

  短期借入金 5,895 3,828

  1年内返済予定の長期借入金 2,621 2,676

  1年内償還予定の社債 25 －

  未払法人税等 599 489

  繰延税金負債 0 0

  賞与引当金 961 538

  ポイント引当金 4 5

  店舗閉鎖損失引当金 － 36

  その他 2,918 3,616

  流動負債合計 21,625 21,711

 固定負債   

  長期借入金 14,201 13,437

  繰延税金負債 1 1

  役員退職慰労引当金 488 361

  役員株式給付引当金 － 22

  退職給付に係る負債 1,377 1,515

  その他 1,758 2,259

  固定負債合計 17,826 17,598

 負債合計 39,451 39,310

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,091 1,932

  資本剰余金 900 1,742

  利益剰余金 4,979 5,900

  自己株式 △1,146 △328

  株主資本合計 5,825 9,247

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 11 26

  繰延ヘッジ損益 △23 △15

  退職給付に係る調整累計額 △16 △14

  その他の包括利益累計額合計 △27 △3

 非支配株主持分 338 428

 純資産合計 6,135 9,672

負債純資産合計 45,587 48,982
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 55,546 64,517

売上原価 34,573 40,398

売上総利益 20,972 24,119

販売費及び一般管理費 19,189 21,409

営業利益 1,783 2,710

営業外収益   

 受取利息及び配当金 3 6

 業務受託料 53 52

 設備賃貸料 61 65

 還付消費税等 － 98

 雑収入 67 55

 営業外収益合計 186 278

営業外費用   

 支払利息 223 212

 雑損失 34 81

 営業外費用合計 258 294

経常利益 1,710 2,694

特別利益   

 固定資産売却益 0 1

 受取補償金 20 54

 事業譲渡益 － 1

 その他 － 0

 特別利益合計 20 58

特別損失   

 固定資産除却損 32 25

 減損損失 163 233

 店舗閉鎖損失 31 42

 その他 4 15

 特別損失合計 232 317

税金等調整前四半期純利益 1,499 2,434

法人税、住民税及び事業税 591 972

法人税等調整額 256 202

法人税等合計 847 1,174

四半期純利益 651 1,260

非支配株主に帰属する四半期純利益 64 106

親会社株主に帰属する四半期純利益 587 1,153
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 651 1,260

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6 14

 繰延ヘッジ損益 7 7

 退職給付に係る調整額 － 1

 その他の包括利益合計 13 23

四半期包括利益 665 1,284

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 600 1,177

 非支配株主に係る四半期包括利益 64 106
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

平成27年９月１日に株式会社ＭＥ－ＤＥＸを新たに設立したため、第２四半期連結会計期間より連結の範囲

に含めております。なお、株式会社ＭＥ－ＤＥＸは、平成28年１月19日付で解散することを決議し、清算手続

きを開始しております。

連結子会社である株式会社ファーマホールディングが平成27年７月２日に株式会社広瀬薬品の全株式を取得

し、新たに連結の範囲に含めております。

　連結子会社である株式会社トータル・メディカルサービスが平成27年10月16日に九州医療食株式会社の全株

式を取得し、新たに連結の範囲に含めております。

連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社レジオンは、平成27年４月１日に株式会社サンメ

ディックを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社シー・アール・メディカルと株式会社名張保険薬局は、平成27年５月１日に株式

会社シー・アール・メディカルを存続会社とする吸収合併を行っております。

　連結子会社である株式会社サンメディックと株式会社コヤマ薬局及び株式会社広瀬薬品は、平成27年10月１

日に株式会社サンメディックを存続会社とする吸収合併を行っております。

 

(2) 変更後の連結子会社の数

17社
 

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引)

(1) 役員株式給付信託（ＢＢＴ）

当社は、平成27年６月19日開催の定時株主総会決議に基づき、役員に対し中長期的な業績の向上と企業価値

の増大に貢献する意識を高めるため、役員に対する新たな株式報酬制度「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」を平

成27年11月２日より導入しております。

① 取引の概要

当社グループは、あらかじめ定めた役員株式給付規程に基づき、役員に対しポイントを付与し、退任時に

受益者要件を満たした役員に対し、付与されたポイントに相当する当社株式を給付いたします。役員に対し

給付する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金銭により信託銀行が将来給付分も含め

て株式市場から取得し、信託財産として分別管理しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成27年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

規程に基づき役員に付与したポイント数を基礎として、費用及びこれに対応する引当金を計上しておりま

す。

③ 信託が保有する当社株式

信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式は当第３四半期連結会計期間210百万円、

280,000株であります。

(2) 従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

当社は、株主の皆様と経済的な効果を共有し、株価及び業績向上への意欲や士気を一層高めることを目的と

して、当社の従業員及び当社連結子会社の役職員（以下「従業員等」という。）に対して信託を通じて当社株

式を交付する取引を行っております。

① 取引の概要

当社グループは、あらかじめ定めた株式給付規程に基づき、従業員等に対し、勤続年数等の各人の貢献度

に応じてポイントを付与し、受給資格を取得した従業員等に対し、付与されたポイントに相当する当社株式

を給付しております。従業員等に対し給付する株式については、あらかじめ当社グループが信託設定した金

銭により信託銀行が将来給付分も含めて株式市場から取得し、信託財産として分別管理しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平

成27年３月26日）を適用しておりますが、従来採用していた方法により会計処理を行っております。

③ 信託が保有する当社株式

ア．信託における帳簿価額は前連結会計年度14百万円、当第３四半期連結会計期間118百万円であります。信

託が保有する当社株式は株主資本において自己株式として計上しております。

イ．期末株式数は前第３四半期連結累計期間25,500株、当第３四半期連結累計期間204,200株であり、期中平

均株式数は、前第３四半期連結累計期間58,920株、当第３四半期連結累計期間126,315株であります。期末

株式数及び期中平均株式数は、１株当たり情報の算出上、控除する自己株式に含めておりません。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

減価償却費 888百万円 990百万円

のれんの償却額 624百万円 678百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日
定時株主総会

普通株式 95 4.00 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 95 4.00 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

（注）１．平成26年６月19日定時株主総会に基づく配当金の総額には、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信

託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金０百

万円を含めて記載しております。

２．平成26年10月31日取締役会決議に基づく配当金の総額には、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信

託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金０百

万円を含めて記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 95 4.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 134 4.50 平成27年９月30日 平成27年12月14日 利益剰余金
 

（注）１．平成27年６月19日定時株主総会に基づく配当金の総額には、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信

託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金０百

万円を含めて記載しております。

２．平成27年10月30日取締役会決議に基づく配当金の総額には、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信

託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金０百

万円を含めて記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成27年５月21日開催の取締役会決議に基づき、第２四半期連結累計期間において公募及び第三者割当に

よる新株式発行、自己株式の処分並びにオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当によ

る新株式発行を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ841百万円増加、自己株式が1,131百万円減少いたしました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金1,932百万円、資本剰余金1,742百万円、自己株式△328百万円

となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高         

  外部顧客へ
の売上高

485 52,715 757 1,457 130 55,546 － 55,546

  セグメント
間の内部
　売上高又は
振替高

1,613 5 333 － － 1,952 △1,952 －

計 2,099 52,720 1,091 1,457 130 57,498 △1,952 55,546

セグメント
利益又は損失
（△）

1,152 1,622 △22 △4 △59 2,688 △905 1,783

 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△905百万円には、セグメント間取引消去32百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△937百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

医薬品等
ネットワー
ク事業

調剤薬局
事業

賃貸・設備
関連事業

給食
事業

その他
事業

計

売上高         

  外部顧客へ
の売上高

652 60,515 1,559 1,678 111 64,517 － 64,517

  セグメント
間の内部
　売上高又は
振替高

1,777 1 405 － － 2,184 △2,184 －

計 2,430 60,517 1,965 1,678 111 66,702 △2,184 64,517

セグメント
利益又は損失
（△）

1,347 2,364 147 △56 △81 3,722 △1,012 2,710

 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,012百万円には、セグメント間取引消去26百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△1,038百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない全社的一般経費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 24円59銭 40円79銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 587 1,153

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

587 1,153

普通株式の期中平均株式数(株) 23,888,495 28,285,526
 

(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている役員株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式は、１株

当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。１

株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は当第３四半期連結累計期間

58,241株であります。

３．「普通株式の期中平均株式数」の算出に当たって、従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）が保有する当社株

式は、自己保有株式ではないため、自己株式数に含めておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・134百万円

（２）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・ ４円50銭

（３）支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成27年12月14日

　（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２８年２月１２日

株式会社 メディカルシステムネットワーク

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   香　　川　　　　　順   印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   津　　村　　陽　　介   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メ

ディカルシステムネットワークの平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結

会計期間（平成２７年１０月１日から平成２７年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年４月１

日から平成２７年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディカルシステムネットワーク及び連結子会社の平成

２７年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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